
地域の会前回定例会以降の動き 

 

令和２年７月１日 

新潟県防災局原子力安全対策課 

 

 

１ 安全協定に基づく状況確認 

６月10日、柏崎市、刈羽村とともに、発電所の月例の状況確認を実施しました。 

 〔主な確認内容〕 

福島第一原子力発電所においてホールボディカウンタで不適切な測定が行われてい

たことについて、柏崎刈羽原子力発電所における対策の説明を受け、免震重要棟のホー

ルボディカウンタの状況を確認しました。 

 

２ 新潟県原子力発電所の安全管理に関する技術委員会 

６月５日、令和２年度第１回技術委員会を開催しました。 

報告：福島第一原子力発電所の事故原因の検証 

〇 検証のとりまとめの作業状況について事務局が報告しました。 

〇 課題別ディスカッション「地震動による重要機器の影響」の時点報告について事

務局が説明しました。 

 議題：柏崎刈羽原子力発電所の安全対策の確認 

  ○ 東京電力から７号機の工事計画認可申請等の審査状況及び原子炉格納容器破損防

止対策について説明を受け、議論していただきました。 

※ 会議資料は下記ホームページアドレスに掲載 

https://www.pref.niigata.lg.jp/sec/genshiryoku/gijyututop.html 

 

３ モニタリング訓練 

６月30日、原子力防災訓練の個別訓練として、モニタリング訓練を実施しました。 

〔訓練内容〕 

原子力災害発生時に行う緊急時モニタリングのうち、モニタリングカー等による走

行モニタリング、汚染状況を把握するための環境試料採取等の訓練を実施しました。 

 

４ その他 

６月10日：報道発表［令和２年度 原子力防災訓練について］ 

６月23日：報道発表［モニタリング訓練を実施します］ 

新 潟 県 



１　総合訓練

２　個別訓練

３　その他

場 所：県放射線監視センター（柏崎市内）

参加機関：県、柏崎刈羽原子力規制事務所、東京電力など

内 容：放射性物質放出後を想定した走行モニタリング、環境

試料採取訓練を行う。

令和２年６月１０日

新潟県報道資料

令和２年度 原子力防災訓練について

県では、原子力災害時における対応力のさらなる向上を図るため、様々な場面を想

定し、下記のとおり総合訓練及び個別訓練を実施する予定です。

本件についてのお問い合わせ先

防災局原子力安全対策課長 原

（直通）025-282-1690 （内線）6450

場 所：魚沼・湯沢方面

参加機関：県、市町村、内閣府、東京電力など

内 容：ＵＰＺ住民の避難を想定したスクリーニング訓練を

行う。

場 所：柏崎港

参加機関：県、市町村、海上自衛隊、第九管区海上保安本部など

内 容：陸路での迅速な避難が地震等により困難な場合を想定

した海自・海保艦艇による海路避難訓練を行う。

場 所 等：調整中

内 容：積雪時の住民避難を想定し悪天候時における対応能力

向上に向けた訓練を行う。

本部運営訓練

10月20日(火)

住民避難訓練

10月24日(土)

モニタリング訓練

６月30日(火)

スクリーニング訓練

７月（調整中）

船舶避難訓練

８月（調整中）

冬季避難訓練

冬季（調整中）

場 所：県庁、柏崎刈羽原子力防災センター、県内各会場

参加機関：県、市町村、内閣府、原子力規制庁、防災関係機関、

東京電力など

内 容：柏崎刈羽原発の事故を想定し、県災害対策本部におい

て対処方針を決定する本部運営訓練や、住民避難、屋

内退避、スクリーニング等の住民避難訓練を行う。

訓練は、新型コロナウイルス感染症対策に留意して実施し、感染状況に応じ中止または

延期する場合があります。

総合訓練については、昨年度と同様に、訓練実施前に別途記者レクを行います。

個別訓練については、訓練実施前に別途それぞれお知らせします。



  

新潟県報道資料         

 

令和２年６月 23 日 

防災局原子力安全対策課 

 

モニタリング訓練を実施します 

 

令和２年度原子力防災訓練の個別訓練として、別添実施要領のとおりモニタリン 

グ訓練を実施します。 

 なお、取材にあたっては、下記の留意事項に従ってください。 

 

記 

 

  １ 実施日 

   令和２年６月 30 日（火） 13 時 00 分～ 15 時 00 分 頃 

   

  ２ 実施場所 

    県放射線監視センター（柏崎市三和町 5-48） 

 

  ３ 参加機関 

    県、国、東京電力ホールディングス株式会社 等 

 

 ４ 取材にあたっての留意事項 

 （１）事前申込は不要ですが、当日、会場の受付で所属・氏名を記入いただきます。 

なお、取材の受付は 12 時 45 分から行います。 

 （２）新型コロナウイルス感染拡大防止のため、マスクの着用をお願いします。 

また、発熱等の症状がみられる場合は、立入を御遠慮ください。 

 （３）会場では、現場の指示に従ってください。 

 

 ５ その他 

   本訓練は、行政機関内部での情報共有手順等を確認するものであるため、報道

機関以外への公開はいたしません。 

 

本件についてのお問い合わせ先 

   原子力安全対策課 参事（課長補佐） 飯吉 

（直通）025－282－1693 （内線）6460 

    放射線監視センター 次長 山田 

  （代表）0257－22－1090 

 



モニタリング訓練（令和２年度原子力防災訓練：個別訓練）  

実施要領 
 

 

１ 目的 

  緊急時モニタリングに関わる、県・国・東京電力の職員の測定技術等の習熟を図

るため、モニタリングカー等による走行モニタリング、汚染状況を把握するための

環境試料採取等の訓練を実施する。 

 

２ 実施日 

  令和２年６月 30 日（火） 13 時 00 分～ 15 時 00 分 頃 

 

３ 実施場所 

  県放射線監視センター（柏崎市三和町 5-48） 

 

４ 参加機関 

  県、国、東京電力ホールディングス株式会社 等 

 

５ 訓練内容 

（１）測定グループによる走行モニタリング及び環境試料採取 

  ①モニタリングカー等による走行モニタリング 

  ②放射性物質による汚染状況を把握するための土壌採取 

（２）テレメータシステム等による監視 

  ①モニタリングポストによる空間放射線量率、風向、風速等の監視 

  ②モニタリングカー等による走行モニタリング実施状況の監視 

 

６ 訓練の公開 

  当日の取材ポイント及びタイムスケジュールは、別紙のとおり。 

  ※ 本訓練は、行政機関内部での情報共有手順等を確認するものであるため、 

報道機関以外への公開は行わない。 

   



  

○ タイムスケジュール 

 部分 ･･･ 取材ポイント 

 13
 14:4

① 出動      ：モニタリングカー等が出動し、走行モニタリングを開始します。 
② 環境試料採取  ：汚染状況を把握するため土壌を採取します。 
③ 試料搬入       ：採取した土壌を分析の前処理室へ搬入します。 
④ 監視・連絡調整 ：モニタリングポストによる空間放射線量率等の測定状況や走行モニタリングの実施状況について、 

テレメータシステム等による監視を行います。 
            ※ ガラス越しに中央監視室内を撮影可能です。 

○ 取材ポイント 

（別 紙） 

取材の受付は、12 時 45 分から行います。 


